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令和８年３月１２日  文責  内川 美喜 

「自分を磨く子どもの育成～自ら学び心豊かにたくましく生きる南っ子～」 

１ 自分で考え行動します   ２ 相手の気持ちを考えます   ３ あきらめず挑戦します 

南川副笑 心は ひとつ！     学校HPのQRコードです ⇒    

 

あと少し！～あと少しのがんばりが未来をつくる～ 

いよいよこの学年の最後の月、３月になりました。６年生は、明日卒業式。１年生から５年生は、それぞれの学年

のゴールが見えてきました。こういう時をスポーツでは「ラストスパート」といいます。３月の全校集会で、ミラノ・コ

ルティナ冬季オリンピックで活躍した選手の言葉を紹介しながら、『あと少し。あと少しのがんばりが未来をつくる！』

という話をしました。 

 

挑戦することの大切さ     スキージャンプ：【小林陵侑 選手】 

「失敗してもいい。挑戦しないことのほうが、もったいない」 

スキージャンプは、一歩踏み出さないと飛べません。だからこそ、挑戦する勇気の大切さを語った言葉です。 

 

努力の積み重ね          スピードスケート：【高木美帆 選手】 

      「特別なことをするより、当たり前のことを毎日続けることが、いちばん強い」 

毎日の練習の積み重ねが、オリンピックの舞台につながるという言葉です。 

 

あきらめない心           スノーボード：【平野歩夢 選手】 

    「できないと思ったら終わり。できると信じて挑戦し続ける」 

何度転んでも、挑戦を続けてきた選手の言葉です。 

  オリンピック選手は、特別な人だから強いのではありません。あきらめずに、挑戦し続けた人があの舞台に立っ

ています。スキージャンプの小林選手は、「挑戦しないことのほうが、もったいない」といいました。うまくいったことも、

失敗したことも、全部が自分自身の力になっています。あきらめず、最後まで走り切った人だけが、ゴールの景色を

見ることができます。ゴールまで、ラストスパート！勉強も、友達との時間も、学校生活も『あと少し』を大切にしてほ

しいと思います。南川副小の子ども達みんなが、最高のゴールを迎えることを楽しみに、全職員で子ども達を最後

まで、全力で応援していきたいと思います。 

歌のご指導ありがとうございました♪～６年生卒業式に向けて～ 

 卒業式に向けて、６年生の歌の指導に２人の山口先生をお招きしました。発声や歌い方を一つ一つ丁寧に教えて

いただき、子ども達の歌声は、みるみる上達しました。先生方の熱心 

なご指導のもと、心を一つにして歌う姿が、とても頼もしく感じられま 

した。卒業式当日には、感謝の気持ちを込めた感動の歌声を届けて 

くれることでしょう。ご指導いただき、本当にありがとうございました。 



あつまろう祭での南小 PTAバザー大盛況 

  ３月８日（日）に、川副支所駐車場にて『あつまろう祭』が開催されました。たくさんの出店が並ぶ中、南川副小

PTAによるバザーが行われました。会場は多くの来場者でにぎわい、 

大盛況となりました。事前の準備から当日の運営まで、PTA役員の 

皆様が力を合わせて取り組んでくださいました。南川副小の子ども 

達のために、ご尽力いただいたPTA役員の皆様に、心より感謝申 

し上げます。温かいご協力、本当にありがとうございました。 

まもなく全員きらり賞！！～自分を磨く南っ子の取り組み～ 

 南川副小では、『自分を磨く南っ子の合い言葉』として、次の３つに取り組んでいます。 

① 【自分で考え行動します】     ② 【相手の気持ちを考えます】     ③ 【あきらめず挑戦します】 

この合い言葉を意識して頑張っている子ども達を「きらり賞」として、毎週金曜日のお昼の放送で紹介しています。 

友達に優しく声をかけた人、係の仕事を最後までやり遂げた人、苦手なことにもあきらめずに挑戦した人など、南

っ子の素敵な姿がたくさん見られています。全校児童全員のきらり賞達成まであと少しとなりました。日々の学校

生活の中で、自分を磨こうと努力する子ども達の姿は、本当に素晴らしく、南川副小の誇りです。これからも、子ど

も達一人一人の「きらり」と輝くよさや頑張りを大切にしながら、あたたかい学校づくりを進めていきたいと思いま

す。 

 

 

 

いよいよ明日は、卒業式～大好きな６年生、ありがとう～ 

今日、１、２年生とのお別れ式を行いました。１、２年生は、これまで優しくしてくれた６年生へ「ありがとう」の気持

ちを歌や言葉で、一生懸命伝えていました。６年生も温かいまなざしでその思いを受け止め、会場には優しい時間

が流れていました。６年生は、これまで卒業式に向けて毎日練習を積み重ねてきました。呼びかけや歌、礼の仕方

など、一つ一つを大切にしながら、最高の卒業式にしようと真剣に取り組む姿がとても印象的でした。練習を重ね

るごとに、６年生の表情には自信と成長が感じられるようになりました。学校というのは、バトンをつないでいく場所

です。６年生から５年生へ、そして、これからは１年生～４年生も少しずつそのバトンを受け取っていきます。 

【優しくすること】  【がんばること】  【友達を大切にすること】 

６年生が見せてくれたその姿が、これからも南川副小に続いていきます。いよいよ明日は、卒業式です。南川副小

学校で過ごした６年間の思い出、仲間との絆、そして、支えてくれた多くの人達への感謝の気持ちを胸に、立派に

巣立ってくれることと思います。 

新キャラクター登場！～３年生が考案～ 

 みなきらキングに続く新しいキャラクターが登場しま 

した。その名も『みなきらクイーン』です。３年生が総合 

的な学習の時間に、南川副の宝について学習し、キャ 

ラクターを考えてくれました。３年生のみんな、一生懸命 

考えてくれてありがとう。 

校長室前に

掲示してい

ます。 


